
１
１
月
１
２
日
、
１
５
日
、
１
６
日

と
豊
橋
市
に
て
「
浜
松
湖
西
豊
橋
道
路

等
に
お
け
る
都
市
計
画
素
案
に
つ
い
て

の
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
道
路
整
備
事
業
の
概

要
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

【
浜
松
湖
西
豊
橋
道
路
と
は
】

静
岡
県
浜
松
市
浜
名
区
か
ら
愛
知
県

豊
橋
市
を
結
ぶ
、
延
長
約
２
８
ｋ
ｍ
の

自
動
車
専
用
道
路
で
す
。
三
ヶ
日
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
と
三
河
港
区
域
を
連
絡
し
、

東
名
・
新
東
名
、
三
遠
南
信
道
、
国
道

２
３
号
名
豊
道
路
な
ど
と
一
体
と
な
っ

て
、
広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
ま
す
。

片
側
２
車
線
（
全
４
車
線
）
、
設
計

速
度
８
０
ｋ
ｍ
。
構
造
は
盛
土
・
高
架

の
「
嵩
上
式
」
、
ト
ン
ネ
ル
形
式
の

「
地
下
式
」
、
平
面
の
「
地
表
式
」
を

組
み
合
わ
せ
ま
す
。

豊
橋
市
内
の
区
間
は
約
１
４
．
１
ｋ

ｍ
で
、
豊
橋
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
、
三
河
港

Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
、
そ
し
て
大
崎
北
Ｊ
Ｃ

Ｔ
（
仮
称
）
を
設
置
し
、
国
道
２
３
号

と
接
続
す
る
計
画
で
す
。

【
整
備
の
ね
ら
い
】

今
回
の
整
備
の
ね
ら
い
に
は
主
に
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
地
域
産
業
の
強
化
で
す
。

三
河
港
は
輸
入
自
動
車
の
取
扱
台
数
・

金
額
が
３
２
年
連
続
で
日
本
一
を
誇
り

ま
す
。
ま
た
豊
橋
・
田
原
地
域
は
全
国

有
数
の
農
業
産
地
で
も
あ
り
、
高
速
道

路
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
は
、
輸
出
入
物

流
や
農
産
物
輸
送
の
効
率
化
に
直
結
し

ま
す
。

時
間
の
短
縮
、
輸
送
コ
ス
ト
の
低
減

は
企
業
競
争
力
を
高
め
、
こ
の
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。

第
二
に
、
広
域
交
流
の
促
進
で
す
。

二
川
地
区
に
あ
る
豊
橋
総
合
動
植
物
公

園
（
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
）
な
ど
、
す
で

に
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
る
拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
は
、
観
光
や
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

豊
橋
駅
前
の
活
性
化
や
、
田
原
市
の

観
光
地
・
農
業
体
験
施
設
へ
の
周
遊
性

向
上
な
ど
、
地
域
の
賑
わ
い
を
生
み
出

す
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
三
に
、
防
災
力
の
強
化
で
す
。
南

海
ト
ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
規

模
災
害
に
備
え
、
救
急
搬
送
ル
ー
ト
や

救
援
物
資
輸
送
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
経
路

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
新
た
な
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
で
、
交
通
の
分
散
が
進
み
、
生
活
道

路
や
通
学
路
を
大
型
車
が
走
る
機
会
も

減
り
、
事
故
リ
ス
ク
の
低
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
渋
滞
緩
和
や
騒
音
減
少
な

ど
、
日
常
生
活
の
安
全
・
安
心
に
も
寄

与
し
ま
す
。

【
都
市
計
画
素
案
の
今
後
】

１
１
月
２
２
日
（
土
）
１
０
時
か
ら

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
豊
橋
で
第
４
回
の
説
明

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
住

民
の
声
を
届
け
る
重
要
な
機
会
で
す
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
景
観
や
生

活
環
境
へ
の
影
響
を
不
安
視
す
る
声
も

あ
り
ま
す
が
、
湖
西
市
か
ら
二
川
・
大

岩
町
へ
至
る
区
間
で
は
、
景
観
や
環
境

に
最
大
限
配
慮
し
、
大
部
分
を
ト
ン
ネ

ル
構
造
と
す
る
案
も
示
さ
れ
て
お
り
、

生
活
環
境
へ
の
負
担
を
で
き
る
限
り
減

ら
す
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
説
明
会
等
を
重
ね
、
地
元
自

治
体
と
国
な
ど
行
政
機
関
、
そ
し
て
住

民
の
皆
様
が
丁
寧
に
連
携
し
、
地
域
の

将
来
に
と
っ
て
最
良
の
形
を
と
も
に
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

私
自
身
、
現
職
時
か
ら
豊
橋
出
身
の

国
会
議
員
と
し
て
こ
の
道
路
整
備
の
必

要
性
・
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

豊
橋
や
田
原
の
暮
ら
し
、
物
流
、
防

災
力
の
強
化
に
直
結
す
る
非
常
に
重
要

な
道
路
事
業
で
す
。

こ
の
地
域
の
未
来
を
左
右
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
訴
え

て
き
た
道
路
事
業
が
着
実
に
前
に
進
ん

で
い
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
浜

松
湖
西
豊
橋
道
路
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

浜
松
湖
西
豊
橋
道
路
説
明
会

豊
橋
・
田
原
の
大
動
脈
へ



資料解説
前衆議院議員山本左近

浜松湖西豊橋道路について

計画図①（浜松湖西豊橋道路・愛知県区間西側）

出典：豊橋市 都市計画課 ウェブサイト及び説明資料より加工して作成 https://www.city.toyohashi.lg.jp/item/119721.htm
https://www.city.toyohashi.lg.jp/secure/119721/soansetsumeikaitoueisiryou.pdf

計画図②（浜松湖西豊橋道路・愛知県区間東側）

浜松湖西豊橋道路等の都市計画
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